
乳幼児学級てくてく

放火防止の対策をしましょう

政
報
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情

子育てって、ひとりじゃない。みんなで悩んで、ちょっと前向いて。
子どものてくてく（歩み）に合わせた子育てを、みんなで一緒に楽し

く学びませんか？

対　　象　０～１歳の乳幼児とその親（ひよこ組）
　　　　　２～３歳の幼児とその親（うさぎ組）
　　　　　※１年間通える方
募集人数　ひよこ組・うさぎ組とも30組（15組×２学級）
日時とクラス名

期　　間　５月～平成31年２月（全17回）
場　　所　生涯学習館
内　　容　子育て講話、音楽活動、作品作り、

体操　など
参　加　費　無料
講　　師　大学教授、日本音楽療法学会認定音

楽療法士　ほか
申込方法　３月15日（木）までに電話または
メール（syogai@city.toki.lg.jp）
で申し込みください。
QRコードからも申込可能です。
※応募者多数時は抽選（初参加の方を優先）
※兄弟姉妹で通う場合は、うさぎ組で申し込み
ください。

・ 　生涯学習課（内線273）

時間
期日 ９：30～10：30 11：00～正午

第２・４火曜日 ひよこ１ うさぎ１

第１・３金曜日 ひよこ２ うさぎ２

※日程などが変更になる場合もあります。

放火や放火の疑いは、全国の火災原因のトップを占めています。
放火火災防止の基本は、「放火されない、放火させない、放火されても被害を大きくさせない」ことです。次の点に

注意し、放火されない環境をつくるよう心掛けましょう。

夜間に放置されたゴミや新聞・雑
誌などに放火されるケースがあり
ます。

▶ゴミは指定された場所、日時以
外は搬出しないようにする。
▶ゴミ集積場所の環境づくりを地
域ぐるみで実施する。

　予防課（☎�3129）

放火の危険から地域社会を守るためには、町内会、自主防災組織、事
業所など協力して、放火されない環境づくりが必要です。また、地域の
皆さんの防火意識を高めるためにも、日頃の防火・防災訓練に積極的に
参加しましょう。

建　物 車　両 その他
建物に放火されたケースを見る

と、建物外周部、倉庫、車庫、共
同住宅の階段室など侵入されやす
い場所や人けのない暗がりにおけ
る放火が目立ちます。

▶施錠管理を徹底し、外部からの
侵入を防ぐ。

▶照明器具の設置などにより暗が
りをなくす。

▶建物の周囲を整理整頓し、燃え
やすいものを放置しないように
する。

路上や屋外駐車場に駐車中の車
両の荷台やボディカバーなどに放
火されるケースがあります。

▶不用意に車を放置しない。
▶ボディカバーをする際には防炎
製品を使用する。
▶車両の施錠管理を徹底する。
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